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本日は、お忙しいところ、当社の2019年3月期 第3四半期決算 電話会議説明会にご参加
いただき、ありがとうございます。

また、平素は、当社事業につき、ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

それではただ今より、2019年3月期 第3四半期決算について、弊社ホームページで開示し
ております、プレゼンテーション資料に沿って説明させていただきます。
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資料の4ページをご覧下さい。こちらに決算のポイントをまとめています。

2019年3月期 第3四半期は、増収・減益の決算となりました。
経常利益は、ガス事業におけるスライド影響、高気水温影響等により、前年と比べて49.4%
減益の254億円となりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益は、大津市のガス小売事業などを展開する「びわ湖
ブルーエナジー」の株式取得に伴うのれんの一括償却89億円や、大阪北部地震等の災
害による損失20億円を特別損失に計上したことなどにより、減益となりました。

「びわ湖ブルーエナジー」ののれん一括償却について補足させていただきます。同社の株
式取得にあたり、当社グループが行うガスの卸販売や、大津市における電力・器具販売等
のシナジー効果を含めて、その投資額を算定しました。
一方、会計処理としては、当社グループに帰属するシナジー効果を「びわ湖ブルーエナジ
ー社」の株式価値とみなすことができない事から、のれんを一括償却しています。

次に、2019年３月期の連結および個別の業績予想について説明いたします。
売上高は、LNG販売量、家庭用ガス販売量の減少等により、前回見通しから1.4%減収の1
兆3,810億円、経常利益は原油価格低下による、タイムラグ影響等により、前回見通しから
9.8%増益の615億円と想定しています。
親会社株主に帰属する当期純利益は、新規案件取得に伴うのれんの一括償却等により、
前回見通しから15.3％減益の305億円の見通しです。



当第3四半期決算について、前年との比較を5ページにまとめています。

国内エネルギー・ガスセグメントでは、原油価格上昇に伴うスライド差損の発生により、前年
から171億円の減益、高気水温影響によるガス販売量の減少等により、前年から、83億円
の減益となりました。
国内エネルギー・電力セグメントでは、電力販売量の増加がありましたが、競合影響、原油
価格の上昇影響等により、80億円の減益となりました。
海外エネルギーセグメントでは、前年度の北米IPP持分売却による損失の反動、ゴーゴン
プロジェクトの販売増等により、前年から96億円の増益となりました。

海外エネルギーセグメントでの増益がありましたが、国内エネルギー・ガス、電力セグメント
の減益が上回り、連結経常利益は、前年から248億円減益の254億円となりました。
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2019年3月期 通期の連結経常利益見通しについて、ガス事業、LNG販売事業における原
油価格の低下影響、ガス事業費用の減少等を織り込むことで、前回見通しから55億円増
益の615億円の見通しとしています。
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修正見通しと前年との比較について、7ページにまとめています。

前年との比較では、海外エネルギー事業において、前年度の北米IPP持分売却の反動、
ゴーゴンプロジェクトの販売増等により大きく増益となりますが、国内エネルギー・ガス事業
におけるスライド影響等による減益が上回り、155億円の減益となる見通しです。
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8ページに実績数値をまとめています。
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9ページはセグメント別になります。
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10ページでは、資産、負債等について整理しています。

総資産は、北米IPP案件の取得等により、前期末から1,352億円増加し、有利子負債も
1,846億円増加しています。
その結果、自己資本比率が48.3％、D/E比率が0.70となりました。

フリーキャッシュフローは営業利益の減少、運転資本の増加等により、前年から774億円減
少の、-472億円となりました。
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11ページは、見通しの前回見通しとの比較をまとめています。
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12ページはセグメント別に前回見通しとの比較をしています。
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13ページは見通しの前年度との比較になります。



14

14ページはセグメント別に前年度との比較をしています。
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15ページは、資産、負債等について記載しています。

自己資本比率は50.3％、D/E比率は0.64の見通しです。
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16ページは、販売実績についてまとめています。

連結ガス販売量は、家庭用、業務用等が共に減少し、前年から7.1％減少の56億2百万m3
となりました。
家庭用は、高気水温影響、他社へのスイッチング影響等により前年から減少となりました。
業務用等は他社へのスイッチング影響、特定のお客さま先での稼働減等により、前年から
減少となりました。

国内電力販売量は、小売契約の獲得等により、前年から10％増加の85億2百万kWhとなり
ました。
低圧電気供給件数は、2018年12月末時点で85万7千件となり、2019年1月30日時点では、
約88万件となっております。できるだけ早期に100万件のお客さまから選んでいただけるよ
う活動していきます。

お客さまアカウント数は、ガス事業での他社へのスイッチング影響がありましたが、住ミカタ
・サービスプラスの契約、電力小売契約、保証契約の獲得、ガス事業での新設等により、
前期末から39万件増加の866万件となりました。
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17ページは販売見通しになります。

連結ガス販売量は、家庭用、業務用等が共に減少し、前年から7.6％減少の79億24百万
m3となる見通しです。
家庭用は、高気水温影響、他社へのスイッチング影響等により前年から減少し、業務用等
は他社へのスイッチング影響、特定のお客さま先での稼働減等により、前年から減少とな
る見通しです。

電力販売量、お客さまアカウントについては、前回見通しから変更ありません。
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18ページは家庭用ガス販売の詳細になります。
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19ページは業務用等ガス販売の詳細になります。



20ページは成長投資実績になります。

2019年3月期第3四半期の成長投資は、海外エネルギー事業を中心に1,450億円実行し、
年間計画に対する進捗は97％となりました。
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21、22ページに、2019年3月期 第3四半期の主なトピックスをまとめています。

以上で、2019年3月期第3四半期決算と、2019年3月期の見通しについて、説明を終わらせ
ていただきます。

ありがとうございました。
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